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3(3) 専門家の派遣等による事業対象国での補完研修の実施 

3(1)及び 3(2)に掲げる研修を補完する上で必要な場合、事業対象国において専門家による補完研修を

オンライン方式で実施した。 
 

No. 日程 コース 講師 
1 9 月 24 日（木）4:00-6:00 マテ茶害虫対策 Susete Penteado 

（ブラジル農牧研究公社 EMBRAPA） 
2 10 月 8 日（木）7:00-9:00 農村観光（研修生活動事例） Juliana Monteiro (モジダスクルーゼ

ス農村組合) 
Akemi Hijioka（文協レジストロ） 

3 10 月 28 日（水）8:00-10:00 果樹栽培への移行 Kunio Nagai（元コチア農協） 
Sergio Ituo Masunaga（APPC 農協） 

4 11 月 20 日（金）7:00-9:00 堆肥作り（ぼかし） Kunio Nagai（元コチア農協農業技師） 

5 12 月 4 日（金）7:00-9:00 農産物のオンライン販売 Maria Flavia Tavares 
（FGV アグリビジネス講師） 

6 1 月 13 日（水）8:00-10:00 灌水施肥 Wilson Goto（ヤラインターナショナ
ル社） 

 
⑦ マテ茶害虫対策 

1) 基本情報 

専門家 Susete do Rocio Chiarello Penteado（ブラジル農牧研究公社 Embrapa） 
期間 令和 2 年 9 月 24 日（木）4:00-6:00 
場所 オンライン方式（Zoom） 
参加者 日系農業者：合計 29 名（ブラジル 6 名、アルゼンチン 22 名、不明 1 名） 

内容 アルゼンチンのミシオネス州ではマテ茶の害虫（Broca de Erva Mate: 学名 Hedypathes 
betulinus）の幼虫が木の内部を食べることでマテ茶の木が弱り枯れてしまう被害が散発し
ている。ブラジル農牧研究公社の講師からマテ茶の害虫対策や栽培管理について、有効な
対策を学ぶ。 

 
2) 参加者 

ブラジル(6) パラナ州西部大学(6) 
アルゼンチン(22) Aat(1) 、 Bolsista CONICET(1) 、 Cooperativa Piporé(1) 、 Eduardo de Coulon(2) 、

Forestaciones Del Nea S.R.L(1)、INTA – CONICET(1)、MADANTO SA(1)、Viveirista(1)、
国立農業技術研究所 INTA(3)、国立北東大学(2)、国立マテ茶研究所 INYM(2)、ハルディン

アメリカ生産者組合(4)、生産者(2) 
不明 (1) 当日参加者(1) 

 

   
セミナーの様子 
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3) 実施概況 

 アルゼンチンのミシオネス州でマテ茶害虫（Broca de Erva Mate：カミキリムシの一種）の被害

が広がっていることから、ハルディンアメリカ生産者組合からの要望を受け、本年度の最初のセ

ミナーとして実施した。講師はブラジル農牧研究公社Embrapaの研究者で、カミキリムシの生態

系を紹介しつつ有効的かつ環境に優しい解決方法の説明をした。 
 ブラジルで認可のある害虫対策の農薬は未だに科学的効果が実証されていないのが現状などの

様々な問題点を指摘し、特に環境に優しく効率の良い方法として昆虫にカビを発生させ駆除する

というバイオコントロールに焦点を当てた講義を行った。カミキリムシの駆除に利用できるカビ

（Beauveria Bassiana）の中から最も有効だったサンプルを選出しEmbrapaが共同研究で開発し

た薬品の効果を紹介した。 
 この薬品はもともとマテ茶の木に発生するカビであるので環境に害を及ぼさないと同時にカミキ

リムシ以外の昆虫には影響が無く、残留農薬の問題もない有効的な手段として紹介された。薬品

は年に2回散布する程度で大幅に被害削減につながったというデータと実績がある。 
 講師が紹介した薬品は画期的な方法として、マテ茶生産者に強いインパクトを与えた一方で、ア

ルゼンチン国内で流通するにはしかるべき機関の安全性の調査が必要となる。ブラジルでも薬品

の安全性調査を経てマテ茶への使用許可が降りるまでに4年がかかっており、これからアルゼンチ

ンでの認可を得るまでに一定の時間と調査が必要と考えられる。 
 参加者の大多数が大学や研究機関の関係であり、研究者達のネットワークの広さが伺える。質疑

応答や意見交換の場でも専門的な議論が繰り広げられ有意義な時間であったと思われる。 
 マテ茶生産者は本事業に参加する団体の中でも少数派であり、より多くの人が関心の持つテーマ

を選ぶ中ではこれまでの事業でマテ茶に特化した研修を実施することはできていなかった。今回

はオンラインセミナーということで費用も最小限で済むことから、少数派の参加者の声にこたえ

ることができたというのはオンラインで実施するメリットであったと考えられる。 
 
4) 講師所感 

 今回の研修ではほぼアルゼンチンの参加者が多数であり、ブラジルのみならずアルゼンチンでも

確認されている害虫の種類や発生原因などを紹介した。害虫の生態や駆除方法の説明をし、その

中でEmbrapaが共同研究で開発した生物農薬の成果を紹介した。 
 アルゼンチンの生産者及び研究者との交流を深めることができ、アルゼンチンのマテ茶生産者が

直面している害虫問題について知ることができた。Embrapaは生産者達が抱えている問題の解決

に努めることを目的としている。我々の研究成果は出版物やトレーニングによって生産者へ伝え

ている。我々の知識をマテ茶の害虫対策への手助けとしてもらえたらと思う。 
 

5) 研修生所感 

 とても有意義な時間であり、学ぶことが多かった。研修で紹介された薬品（カビ）による対策の

知識がなく、有効なバイオコントロールとして取り入れたい。 
 ブラジルのマテ茶の害虫を知ることができ、意見交換ができ有意義だった。またコンパニオンプ

ランツ方法で害虫の増加を制御できるというのに驚いた。 
 研修で得た情報の中でカビを使用した薬品が、ブラジルのカミキリムシの生態には有効であって

も、アルゼンチンのミシオネス州のカミキリムシにも有効であるか検証の必要がある。 
 本研修で得た知識と我々の知識と合わさって、実験を繰り返すことで、より有効な害虫対策方

法を構築できると考えている。 
 持続的可能かつ環境に優しい生産を保つためのツール開発には研究が欠かせない。 
 生産者達を悩ませている害虫の生態系を詳しく知ることができ、環境に優しい対策が興味深かっ

た。 
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⑧ 農村観光（研修生活動事例） 

1) 基本情報 

講師 Akemi Hijioka（レジストロ日伯文化協会） 
Juliana Geseíra Monteiro（モジダスクルーゼス農村組合） 

期間 令和 2 年 10 月 8 日（木）7:00-9:00 
場所 オンライン方式（Zoom） 
参加者 日系農業者：合計 48 名（ブラジル 33 名、アルゼンチン 2 名、パラグアイ 3 名、ボリビア

4 名、ペルー3 名、メキシコ 1 名、不明 2 名） 
関係機関：合計 2 名（領事館、JICA） 

内容 近年、都市部ではできない自然とのふれあい、旬の食材を産地で食すことのできる農村な
らではの体験を求める農村観光への関心が高まっている。本事業での本邦研修に参加し、
帰国後に地域で農村観光普及に尽力している 2 名が講師となり、地域で取り組んでいる事
例を紹介し、それぞれの異なる視点から農村観光の取り組みを学ぶ。 

 
2) 参加者 

ブラジル(33) APPC 農協(1)、AQUARYO Serviços em Aqüicultura Ltda(1)、Biritiba Mirim 市役所(1)、
Bora pra Roça(1)、CDRS(1)、Cogemate(1)、Fatec Mogi das Cruzes(2)、JATAK 農業技術普

及交流センター(1)、Ponte Pronta 社(1)、SAA - CDRS - EDR Mogi das Cruzes(1)、Sierra 
Maestra 農場(1)、WTB Travel(2)、イビウナ農協(1)、サンジョアキン農協(2)、サンフランシ

スコバレー文化スポーツ協会(1) 、ノバアリアンサ農協(1)、パラナ日伯文化連合会(1)、ブラ

ジル農協婦人部連合会(3)、プロミソン日伯文化体育協会(1)、モジダスクルーゼス農村組合(3)、
ラポーザ地域日伯協会(1)、レジストロ地域農業生産者協同組合(1)、ロライマ日伯協会(1)、自

営業(3) 
アルゼンチン(2) エコフロール花卉農協(1)、国立農業技術研究所 INTA(1) 

パラグアイ(3) Agrosato 社(1)、イグアス日会婦人部(1)、全パラグアイ日系婦人団体連絡協議会(1) 
ボリビア(4) コロニアオキナワ農協(1)、サンフアン農協 (2)、無所属(1) 
ペルー(3) fundo key(1)、エスキベル農畜産物生産者協会(1) 南サイエンス大学(1) 
メキシコ(1) iAgroS 社(1) 
不明 (2) 当日参加者(2) 
関係機関(2) 在メキシコ日本国総領事館(1)、JICA メキシコ(1) 

   
セミナーの様子 

 
3) 実施概況 

 サンパウロ州のレジストロ市は、サンパウロ・クリチバ街道沿いにあり、サンパウロ市から187km、

クリチバ市から217kmに位置する。レジストロ市はバナナ、ププニャ（ヤシの新芽）、お茶、もち

米、いぐさ等の生産地。   
 レジストロの事例を紹介した講師のAkemi Hijioka氏は平成30年度の研修に参加し、レジストロ地

域にある古民家（文化遺産）の活用に尽力している。レジストロでは地域の歴史、産業、日本文

化、産業と共に培われてきた景観の継承、例えば茶畑の景観等を紹介する要素を観光に取り入れ

ている。さらに、いぐさ生産から畳・ござ製品、環境保全とアグロフォレストリーも観光要素の

ベースに活かそうとしている。 
 サンパウロ州のモジダスクルーゼス市はサンパウロ・リオデジャネイロ街道沿いにあり、サンパ

ウロ市から60km、サンジョゼドスカンポスから66kmに位置する。モジダスクルーゼスは野菜、

果物、きのこ、花の生産地。さらに、サンパウロの市民が好んで行くビーチまで59kmで、海の往

復に必ず通る所でもある。 
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 モジダスクルーゼスの事例を紹介した講師Juliana Geseíra Monteiro氏はモジダスクルーゼスの

農村組合の農業技師で、常に農家と接している。平成28年度の研修に参加した。研修後には農村

観光や農産物のブランド化に尽力している。モジダスクルーゼスは観光農園が広まりつつあり、 

その立地条件から新鮮な農産物を安価に買うことができ、農村の空気を楽しめる。日頃食べる果

物がどのようになるのか、都市部に住む人が知ることのない世界を間近に見ることができる。セ

ミナーではArakawaファームの事例も紹介した。 
 農村観光に関心を持っている農業者は多く、実際に取り組んでいる事例を聞くのは参考になった

ようで参加者の評価は高かった。本事業の本邦研修に参加した研修生が講師となって、他の日系

農業者に経験を伝えるという図式は、本事業の目指す連携交流にとっての大きな成果だと考えら

れる。 
 
4) 講師所感 

 農村観光のテーマは様々な国で同じように話されている。後継者問題やそれに伴う地域活性化の

課題に対する解決策のひとつに考える人が増えているということを感じさせられた。 
 出口の見えないコロナ禍で、人々のライフスタイル、生活習慣、価値観が変わって来てる中、今

まで忘れられてきた事が見直されようになってきている。「景観十年、風景百年、風土千年」と言

われることを大切にし、継承していくことが農村観光のミッションのひとつであると認識しても

らえることを期待する。 
 今回の参加者に家族経営の小規模農家の方も居た、そういった農家の観光への参加がより盛んに

なることを期待したい。パンデミックの収束後に農村観光のニーズが高まる傾向を感じている。

観光農園が盛んになることで農家の収入向上につながり、継続可能な事業になることを期待する。 
 海のシーズンになると多くの人が海岸に行くようになるが、それにより食材のニーズが高まるこ

と、従来サンパウロまで行って仕入れている食材を近くのモジダスクルーゼスで仕入れることが

可能になれば、産地と消費地が互いに有利になる。モジダスクルーゼスと海岸線の間の道路はシ

ーズン中は渋滞になるため、途中に休憩できる道の駅があればという構想が以前から話し合われ

ている。またその横に海岸線のスーパーが仕入れられる配給センターが道の駅と連動する構想も

出てきている事も、今後の発展に大いに期待する次第である。 

 

5) 研修生所感 

 どちらの講師のプレゼンも非常にわかりやすかった。私達の農場は規模が大きく、また輸出にか

かる食の安全などの注意点を考えると難しい点がある。農村観光用に新たなスペースを確保する

ことも考えられるが、そのためには綿密な計画が必要となり、観光を取り組んでいる農場をもっ

と知る必要がある。 
 農村観光をやるためには、専門機関や組合の研修・指示による経営管理の知識が重要になる。顧

客のニーズに合わせたアトラクションの工夫、安全性にも留意すること、子供やお年寄りには特

に気を配る必要がある。アクセス用の道路設備、十分な駐車場、バリアフリーを考慮した環境整

備も長く利用してもらうための秘訣だと考える。Sergio Arakawaさんが今までの問題や体験そし

て今後の計画の話、さらにモジダスクルーゼス農村組合が生産者達に更なる収入源の可能性をサ

ポートしている姿勢は素晴らしい。農村観光を経営している生産者達のコロナ禍に対しての取り

組みや予防対策を実践したいと思う。 
 異なる条件で進めている2か所の農村観光開発の内容紹介であったのは興味深かった。 
 レジストロのポテンシャル、そして我々のモジダスクルーゼスと似ているところも関心を持てた。

農村観光に携わっている方と交流ができ有意義だった。 
 首都圏近隣の市は農村観光へ大きな可能性を秘めていると感じている。しかしビジネスを成功さ

せるのには綿密な準備や計画が必要となる。 
 メキシコのChiapas州のSoconusco市で日本人移民が残した重要文化財などを利用して農村観光

を始めようと考えている。今回得た知識と経験を参考に活動したい。 
 農業生産と観光を組み合わせて行う農村観光の発想は非常に興味深いものだった。Sergio 
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Arakawaさんのインタビューで理解を深められた。 
 ブラジルのロライマ州でも実施したいと考えている。オンライン形式の研修は一度に大勢の参加

者が可能であり大きな利便性を感じている。こういったネットワークは非常に重要だと考えてい

る。 
 
 

⑨ 果樹栽培への移行 

1) 基本情報 

講師 Kunio Nagai（元コチア農協農業技師） 
Sergio Ituo Masunaga（APPC 農協農業技師） 

期間 令和 2 年 10 月 28 日（水）8:00-10:00 
場所 オンライン方式（Zoom） 
参加者 日系農業者：合計 52 名（ブラジル 30 名、アルゼンチン 2 名、パラグアイ 1 名、ボリビア

3 名、ペルー9 名、コロンビア 2 名、メキシコ 5 名） 
内容 野菜栽培から収益性のある果樹栽培に転換するにあたっては、永年作物である果樹を健康

に育てるための土壌管理は重要であり、堆肥による手法例を紹介する。さらに果樹栽培の
具体的な事例として、柑橘類について剪定方法や収穫までの栽培管理や費用について学ぶ。 

 
2) 参加者 

ブラジル(30) AOTS (1)、APPC 農協(2)、CEAGESP(1)、Fatec Mogi das Cruzes(1)、Hoçoya 果樹園(1)、
Instituto Estadual do Ambiente-RJ(1)、 ITESP(1)、SAA APTA UPD エコ農業 (1)、
UNEAGRO(1)、UNIFIO(1)、イビウナ農協(1)、ガルバ生産者協会(1)、サンジョアキン農協

(1)、サンタカタリーナ州農牧研究普及公社(1)、サンタカタリーナ州立大学(1)、サンフランシ

スコバレー文化スポーツ協会(1)、バストス地域鶏卵生産者協会(1)、バルゼアアレグレ農協(1)、
兵庫県ブラジル事務所(2)、ブラジル農協婦人部連合会(1)、プロミソン日伯文化体育協会(1)、
ラーモス文化協会(2)、自営業(1)、エンジニア(1)、無所属(1)、不明(2) 

アルゼンチン(2) Inta(1)、エコフロール花卉農協(1) 
パラグアイ(1) イグアス日本人会婦人会(1) 
ボリビア(3) コロニアオキナワ農協(1)、サンフアン農協(2) 
ペルー(9) Huerto MIK SAC (1)、Nakahodo Miyasato (1)、Universidad Científica del Sur (1)、エス

キベル農畜産物生産者協会(5)、ペルー日系人協会カニェテ(1) 
コロンビア(2) Ricaurte Tanaka e Hijos LTDA (1)、フルーツアンデス社(1) 
メキシコ(5) アカコヤグア生産者(3)、iAgroS 社(1)、元 JICA 専門家(1) 

 

   
セミナーの様子 

 
3) 実施概況 

 本セミナーは、平成31年度事業から正式に本事業に加わったペルーのエスキベルの生産者からか

ら上がった、野菜から果樹への移行について学びたいという要望を受けて実施した。エスキベル

農畜産物生産者協会では野菜の販売やアーティチョークの輸出が低調のため、利益率の高い果物

への移行を検討している。セミナーは土壌管理と果樹栽培（柑橘）という2つのテーマによる構成

とした。 
 土壌管理は土壌の疲弊防止・植物の健康維持のために重要であり、堆肥（ぼかし）を活用した土

壌管理によって持続的な農業をすることができることが丁寧に説明された。土壌管理に使われる

微生物の生存環境に必要な有機物、ぼかし、バランスの取れた肥培管理についての質問が多く出
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された。 
 果樹（柑橘類）の栽培に関しては、APPC農協が育てている柑橘の品についての利点（標高は500m

から1000m近くまで栽培可能で、収穫後の保存期間が長く、他の柑橘類より高価で取引されてい

る等）について説明があった。 
 講師のポルトガル語の説明をよりよく理解できるようにするため、スペイン語へ同時通訳を導入

した。 
 

4) 講師所感 

 生産者が直面する土壌の問題、果樹の栽培における土壌管理の重要性のテーマと丁度良い組み合

わせであった。土壌改良技術とバランスの取れた施肥で、作物をよりよく生育できることを説明

した。様々な参加国の生産者に今回紹介した技術が広まり、問題を抱える方達の解決の一助にな

ればと思う。 
 APPC農協で育てている柑橘の栽培方法について説明した。ペルーで果樹栽培を実践していく上で

の参考になればと思う。また今回のように様々な国から多種多様の職種の参加者があったことは

オンライン開催ならではで、さらに同時通訳を利用したことによって充実したセミナーになった

と思われる。ただ、時間の制約からか遠慮からか、質問の数はあまり多くなかった印象。 
 

5) 研修生所感 

 講師と参加者達意見交換が良かったと思う。また違った国の農家たちの経験を知ることができる

のも興味深い。いずれは理論だけではなく、実地での研修になるとありがたい。 
 農産物の周りの植生をそのままにして栽培するのが主流となっている近年、我々も微生物やカビ

を用いた土壌改良を行っており除草剤の使用もやめた。今回得た知識を今後実践していきたい。 
 従来の化学薬品を使用する方法では土壌に悪影響を与え生産能力の減少へとつながる中、本研修

の土壌改良の手法は興味深かった。果物栽培でも有機栽培が主流となりつつある近年でも、未だ

に従来の殺虫剤や肥料または除草剤などを使用しているが、研修で学んだことをリンゴ農園で実

践してみたい。 
 Nagaiさんの講演は何度も参加しているためよく知っている内容ではあったが、今年から果物栽培

に関心を持つようになったため、Masunagaさんの講演全てが新たな情報で非常に参考になった。 
 今年から始めた果物栽培もちょうど剪定の時期を迎えているのでMasunagaさんの講演にあった

ことを試したい。さらにNagaiさんの土壌改良の手法も導入したいと考えている。 
 初めてぼかしや天恵緑汁について学ぶことができた。オーガニックで土壌改良の働きがあり、化

学肥料によるダメージを修復する効果がある。研修で紹介された柑橘の品種は酸味と甘味のバラ

ンスが絶妙で、コロンビアでの栽培も魅力的だと考えている。今後、果物栽培におけるぼかしお

よび天恵緑汁を用いた土壌改良の実用性について検討していきたい。 
 土壌と微生物は切っても切れない関係であり、農産物の健康や生産能力に向上に大きく影響する。

今後は化学肥料の使用を控えたいと考えている。そしてぼかしなど日本の栽培技術の導入を検討

したい。 

 ぼかしの手法を試したいと考えている。ブラジルの北東部では柑橘系の果物栽培は変色や実の乾

燥などの問題があるが、正しい管理によって復活させることも可能だと考える。 

 
 

⑩ 堆肥作り（ぼかし） 

1) 基本情報 

講師 Kunio Nagai（元コチア農協農業技師） 
期間 11 月 20 日（金）7:00-9:00 
場所 オンライン方式（Zoom） 
参加者 日系農業者：合計 49 名（ブラジル 41 名、アルゼンチン 1 名、ボリビア 1 名、ペルー3 名、

コロンビア 1 名、メキシコ 2 名） 
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内容 化学肥料ではなく有機肥料や微生物を活用した土壌改良に対しては、近年注目が高まって
いる。ブラジルで堆肥（ぼかし）の活用について講演をしている Kunio Nagai 氏から、堆
肥作りの方法を学ぶ。 

 
2) 参加者 

ブラジル(41) APPC 農協 (1)、Bahia Fruti (1)、BB(1)、CEF (1)、Cogemate (1)、ESALQ-USP (2)、Escola 
Estadual Reynaldo Massi (1)、FAEF (1)、ITESP (1)、JATAK 農業技術普及交流センター(1)、
Nishijima 農場(1)、Olivas Pilar 農場(1)、RM アグリビジネス(1)、Sul Brasil (1)、3 meninas 
農場(1)、イビウナ農協(1)、ウニオンカストレンセ農協(1)、ウベルランディア州立大学(1)、
サンジョアキン農協(1)、スザノ家族農業局(1)、サンパウロ州農業局(1)、セラードブラジレイ

ロ農協(1)、農業供給局サンパウロ州農業技術課(1)、農業局(1)、農業経済研究 IEA(1)、プロ

ミソン日伯文化体育協会(1)、ラーモス文化協会(2)、ロライマ日伯協会(1)、IT コンサルタン

ト(1)、オーガニック生産者(1)、自営業(1)、農業生産者(4)、無所属(1)、不明(3) 
アルゼンチン(1) エコフロール花卉農協(1) 
ボリビア(1) サンフアン農協(1) 
ペルー(3) Huerto MIK SAC (1)、エスキベル農畜産物生産者協会(1)、南サイエンス大学(1) 
コロンビア(1) フルーツアンデス社(1) 
メキシコ(2) アカコヤグア生産者(1) 、iAgroS 社(1)  

 

  
動画教材                    セミナーの様子 

 
3) 実施概況 

 持続可能な農業のコンサルタントであり、文協（ブラジル日本文化福祉協会）の山本喜誉司賞の

委員でもあるKunio Nagai氏は日本の堆肥（ぼかし）作りの方法をブラジルで普及している。以前

から土壌改良の技術については日系農業者から関心が上がっており、本セミナーの実施となった。

本セミナーには6か国から応募があり、開始時間を過ぎてからも参加があったことからも、関心の

高いテーマであったことが伺えた。 
 農業の基本である望ましい土壌の状態および植物が成長するのに必要な栄養分について、生産者

は、感覚的に分っているようで、理論的に理解できていないことも多い。期待した生産量になら

なかった原因は病虫害だけが理由とは限らない。健康な状態の植物を育てることで、問題として

いることの多くが回避できることが解説された。植物が健康な状態であるには、植物が養分吸収

するためにはどんな土壌環境で、それぞれの作物が必要とする栄養をどう施すか、を理解しても

らうことをねらいとした。 
 人間と同様に植物も健康体でいなければ病害が発生すること、土壌環境の管理と作物が必要とす

る栄養素をバランス良く施肥する重要性を数値を用いて詳しく説明した。さらに身近にある植物

の新芽を原料に作る肥料（ぼかし）の作り方について動画を使って説明した。材料の準備は難し

くなく、コンポストとは異なり手軽にしかも短時間で作れることも十分伝わったと思われる。本

セミナーを通じて得た技術を各々の生産向上に役立ててくれることが期待される。果樹（柑橘類）

の栽培に関しては、APPC農協が育てている柑橘の品種についての利点（標高は500mから1000m
近くまで栽培可能で、収穫後の保存期間が長く、他の柑橘類より高価で取引されている等）につ

いて説明があった。 
 




